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１．ルート・構造について

：現道接続箇所

：計画道路接続箇所

十津川温泉北トンネル

七色高架橋

■トンネル坑口部における施工時の地盤安定性について確認。
■トンネル掘削工法、長大橋梁の形式を踏まえた施工方法の妥当性について確認。
• 第１号トンネル 延長 約1,190m、第２号トンネル 延長 約1,220m、第３号トンネル 延長 約2,070m
• 第１号橋梁 延長 約250m、第２号橋梁 延長 約280m、第３号橋梁 延長 約50m、第４号橋梁 延長 約310m

3号橋梁



2

1
:
0
.
5

KS-8
(投影

）

KS-1
0(投

影）

KS-5
(投影

）

KS-6
(投影

）

崩積土

風化岩（D級）

弱風化岩（CL級）

未風化岩（CM-CH級）

KS-7
(投影

）

２．施工時の地盤安定性（１号トンネル起点側）
■これまでの検討結果
・「①地すべりブロック」と「②崖錐ブロック」が分布し、過去２ヵ年の孔内傾斜計観測結果から「ほとんど安定化していること」、H30年度に追加実施され
た２本のボーリング調査結果から「確認された破砕帯は、概ね固化していること」から、現在は安定化している「古期地すべり」と推定。
・施工により不安定化が懸念される斜面の安定化対策、トンネルの天端安定対策、鏡面安定対策、脚部安定対策について検討が必要。

■検討結果の妥当性の確認結果
・背面に切土が出現しない位置に坑口が計画されており、地山安定が確保された妥当な計画と判断される。
・今後、上部斜面の安定対策、補助工法を適切に選定することで、安全性は確保される。

坑門工平面図 坑門工縦断図
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斜面の安定化対策

トンネルの天端安定対策、
鏡面安定対策、脚部安定対策

第１号トンネル坑口 第１号トンネル坑口

トンネル坑口

崖錐ブロック(D層)すべり面

頭部遷緩線

崖錐堆積物が厚く堆積
している

背面に切土が
出現しない位置



3

２．施工時の地盤安定性（２号トンネル終点側）
■これまでの検討結果
・ボーリング結果及び周辺現況では堅岩の砂岩が分布しており、弾性波速度も良好であることから、トンネル坑口及び橋台位置として問題ない。
・Ａ－Ａ‘断面では土被り２Ｄ以上確保可能であり、地質状況からもトンネル構造上の問題はないと考えられる。
・果無谷が近接するＢ－Ｂ’断面、Ｃ－Ｃ‘断面、Ｄ－Ｄ‘断面、Ｅ－Ｅ’断面は左側（西側）で土被りが薄く、偏土圧が作用するなどトンネル構造上の課題
はあるが、坑口部支保構造としたうえで、先受け工を併用することで対応可能と考えられる。

■検討結果の妥当性の確認結果
・堅硬な砂岩がトンネル計画箇所で確認されており、坑口位置として問題なく、地山安定が確保でき妥当である。
・土被りが薄い箇所は、支保構造および補助工法を適切に選定することで、安全性は確保される。
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